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Report on “Music Expression II” for the Pre-education Students











































































































































やぎ りす くま 幼稚園の先生
その他、筆者が幼児と行う基礎リズムの指導では、
以下のイメージを使うことも多い。
テーマ ♩ ♪ h その他
掃除 雑巾がけ はたき 掃除機 疲れて寝る























テーマ ♩ ♪ h
動物 うさぎ だちょう ぞう
動物 さる ひよこ くま




海の生き物 まぐろ ペンギン くじら
乗り物 電車 バイク 船
保育科の
先生 Ａ先生 Ｂ先生 Ｃ先生
遠足 歩く 雨が降って走る のぼり坂
色 赤 黄色 白
トトロ ねこバス まっくろくろすけ トトロ
朝食 ごはん 味噌汁 たまごやき
３びきの














































































































































































題 ♩ ♪ h 歌
「おやつの
時間」 リス サル ゾウ
『ありさんの
おはなし』
内容と特徴
「さあ今日はどんな動物が来るかな？」の声かけ
で、基礎リズムの伴奏に合わせて動物たちがやって
くる。動物が舞台の真中に立つと、『ありさんのおは
なし』が流れ、その動物らしい振りをする。リスは
どんぐり、サルはバナナ、ゾウはリンゴを見つけて
食べる。
考　察
他のグループはピアノ伴奏を創作していたが、こ
のグループは、前回の授業で確認した課題伴奏を、
動物のイメージに合わせて弾く高さを変えるなどし
て使用していた。リトミックで表現する時にこの様
なピアノ伴奏があることで、イメージをより膨らま
せることができ、子どもたちも伸び伸びと表現でき
るだろう。
Ⅷ　全体の考察
今回の「子どもたちが基礎リズムを経験できる表
現方法を考え、更にそこに情景やイメージを持たせ
る」という目的は、ほぼ果たせたものと考えて良い
だろう。保育者は日々、忙しい保育の中で新しい指
導を取り入れ、多くのイベントをこなしていると思
う。そういった意味では、今回の実質約２時間とい
う準備時間の中で、できる限りのアイディアを出し
合い、発表のために集中して練習に取り組み、簡単
な衣装や小物を使うなど、より良いものを作ろうと
した姿勢は大いに評価できる。また、特に「歌を使
うように」と指示したわけではないが、全グループ
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が童謡などの歌や踊りを取り入れ、全体をまとめる
感じを出そうとしていたことは、保育科の学生らし
いと感じた。
今回の取り組みに於ける学生の主な感想は以下の
通りである。
・リズムに合わせて動くことが楽しいと分かった。
・音楽があることで、動きやすく、想像が広がる。
音楽の大切さがわかった。
・物語になっているので、わかりやすかった。
・色々な情景が浮かんできて、想像が広がった。
・みんなでアイディアを出し合って作る良い経験
だった。
・それぞれのグループの工夫の仕方が違っていて
おもしろかった。
・ クラスのみんなが盛り上げてくれたので楽し
かった。
・見ていて、思わず一緒に歌ったり踊ったりした
くなる工夫がたくさんあった。
・ 他のグループの様に、見ている人が飽きないよ
うにする工夫が必要だった。
・ 完成できて、達成感を感じた。
・ 子どもにとって身近なものが多く、親しみをもっ
て楽しんでもらえると思う。
・子どもたちにも、ただ音符の長さを教えるので
はなく、役になりきって動くことで、自然にリ
ズムが身に付くのではないかと思った。
・リトミックはとても楽しかったので、就職して
から挑戦したいと思った。
今回は子どものために作ったものではあったが、
学生自身も想像力を使い音楽を楽しみ、表現するこ
とができたようだった。保育者が想像力豊かで音楽
を楽しむことができなければ、子どもたちにそれを
伝えるのは不可能であろう。また、学生らは、上手
にコミュニケーションを図りながら、短い時間で作
品を完成させた。中でも「それぞれのグループの工
夫の仕方が違っていておもしろかった」「みんなでア
イディアを出し合って作る良い経験だった」「クラス
のみんなが盛り上げてくれたので楽しかった」「他の
グループの様に、見ている人が飽きないようにする
工夫が必要だった」「見ていて、思わず一緒に歌った
り踊ったりしたくなる工夫がたくさんあった」など
という感想は、まさに冒頭で述べた文部科学省の「自
己を確立しつつ、他者を受容し、多様な価値観を持
つ人々と共に思考し、協力・協働しながら課題を解
決し、新たな価値を生み出す」経験だったと言える
だろう。
筆者は保育に於けるリトミックの主な目的は、音
楽技術や知識の修得にあるのではなく、子ども自身
の生きる力の基礎を育成するものであると捉えてい
る。リトミックを授業の中で教えられるだけでなく、
今回の様に学生が主体的に取り組むことにより、リ
トミックに興味を持ち、上記のような感想が述べら
れたことは嬉しい点であった。
ただし、伴奏においては、Ⅵで述べた最低限の伴
奏ができたとしても、それを子どもの様子を見なが
ら即興性を持って自由に使いこなすには、まだまだ
練習時間や経験が必要であり、今回の授業だけでは
決して足りないだろう。この取り組みをきっかけに
して興味を持ち、更に自主的に練習する必要がある
と考える。また、ピアノ伴奏課題の確認の際、各リ
ズム同士の速さが一定でない学生がいたり、発表の
際、演じる学生の足の動きがリズムにきちんと合っ
ていない場面もあったので、学生自身がもっと時間
をかけて基礎リズムを経験できるように、授業時間
配分の工夫の必要性を感じた。
今後も学生の音楽表現力、想像力や創造力を高め、
豊かな保育ができるように援助し、実践できるよう
検討していきたい。
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